
2017年7月実施

1．講義内容について
（1）難易度について (2) 大学院講義としての適切性について

A A

B B

C C

D D

E E

F

票数 % 票数 %

A 0 0.0 A 13 72.2

B 7 38.9 B 5 27.8

C 10 55.6 C 0 0.0

D 0 0.0 D 0 0.0

E 1 5.6 E 0 0.0

F 0 0.0 計 18 100.0

計 18 100.0

(3) 教員の準備について (4) 理解度について

A A

B B

C C

D D

E E

票数 % 票数 %

A 16 88.9 A 8 44.4

B 2 11.1 B 9 50.0

C 0 0.0 C 1 5.6

D 0 0.0 D 0 0.0

E 0 0.0 E 0 0.0

計 18 100.0 計 18 100.0

(5) 講義全体で良かった点

(6) 講義全体で悪かった点

２．その他、講義に対する希望やご意見などを記載してください。
　・予習のため、授業の一週間前にプリントを配付していただきたい。

あまり準備されていなかった

準備されていなかった

該当なし

理解できた

やや理解できた

やや理解できなかった

理解できなかった

該当なし

　・アクティビティがふんだんで理解のしやすい授業だった。　　　　・とても楽しい授業だった。
　・スライドだけではなく、実際の機器もあったので、具体的で分かりやすかった。
　・経験を問わず、分析化学を理解しやすい授業だった。　　　　　　・HPLC-UVの講義はとても有用であった。
　・自分の研究分野以外のことを学ぶことができてよかった。　　　・先生方の研究と授業を織り交ぜた講義で非常に興味深かった。
　・スライドの図が多く分かりやすかった。
　・先生がとても親切で話のやり取りをしながら授業をしていただいたので、いつも有意義な時間だった。
　・ほぼ生活中でよく使われている生薬やその製品などから始められ、とても理解しやすかった。
　　基礎がなくても理解できる内容だった。
　・これまでの学部では目にすることの出来なかった実際の漢方薬や生薬を見ることができ、非常に興味をそそられた。

　・研究の実験方法に関する説明がもう少しあるとよかった。　　　・少し話すスピードが速く感じることがあった。
　・研究内容について、内容が深く、時々分からないことがあった。また、もっと研究の目的や方法の紹介を聞きたいと思った。

やや適切ではない

適切ではない

該当なし

【項目】 【項目】

普通

やや易しい

易しい

該当なし

よく準備されていた

どちらかというと準備されていた

【項目】

非常に難しい

難しい

2017年度前期大学院薬学研究科薬科学専攻修士課程講義アンケートとその内容報告

【項目】

適切である

やや適切である
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2017年7月実施

1．講義内容について
（1）難易度について (2) 大学院講義としての適切性について

A A

B B

C C

D D

E E

F

票数 % 票数 %

A 1 4.0 A 11 44.0

B 15 60.0 B 12 48.0

C 9 36.0 C 2 8.0

D 0 0.0 D 0 0.0

E 0 0.0 E 0 0.0

F 0 0.0 計 25 100.0

計 25 100.0

(3) 教員の準備について (4) 理解度について

A A

B B

C C

D D

E E

票数 % 票数 %

A 23 92.0 A 3 12.0

B 2 8.0 B 22 88.0

C 0 0.0 C 0 0.0

D 0 0.0 D 0 0.0

E 0 0.0 E 0 0.0

計 25 100.0 計 25 100.0

(5) 講義全体で良かった点

(6) 講義全体で悪かった点

２．その他、講義に対する希望やご意見などを記載してください。

あまり準備されていなかった やや理解できなかった

　・宿題が多かったこと。（授業以外での負担が多かった）

　・評価方法が不明であること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・事前に予定されていなかった時間に授業が変更したことがあったこと。
　・専門的な部分も多く、理解しにくい点もあった。
　
　・スライドを印刷していただきたかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・学部の講義で習ったことなどは少なめにして、もっと研究の話が聞きたかった。
　・試験があるかどうか分かるのが最後の方だった。（講義で重要なところがどこか少し教えていただきたかった。）

　・身近な内容ではなかったため、全体的に難しく感じてしまった。

　・学外の先生の話を聞く機会が得られたので、満足している。
　・部屋に時計が欲しい。

準備されていなかった 理解できなかった

該当なし 該当なし

　・英語でプレゼンができる機会があってよかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　・たくさんの英語に触れることができた。
　・自分の研究内容に沿った内容だった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　・英語を生で聞けたことは大変ためになった。
　・英語論文の書き方・読み方がある程度知ることができた点　　　　　　　　　　　　・論文を書く上で必要となる知識が得られた。
　・英語でトピックを話し合うことで、英語でコミュニケーションをとることができたこと。
　・英語を使うことが論文を読むことだけだったので、書き方を教えてもらうことができ、非常にためになった。

　・学部生時代よりも発展的な内容を学べた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・自分の研究とリンクして考えることができた（皮膚や免疫機能等）
　・自身の研究分野以外に関する話を聴講できたので、良い刺激になった。　　・多くの先生方の話が聞けたので、知識が増えた。
　・自分の研究分野と異なる話を多く聞けたので、研究への応用という点から物事を考えることができた。
　・他種分野に渡った内容を聞くことができ、自分自身の研究に対しての興味のある分野以外にも目も向けるべきと感じられた。
　・自己の研究に関連することだけでなく、あまり触れてこなかった分野の研究内容を知る機会であった。

　・具体的な研究成果に触れることができただけでなく、今後の研究の考え方も学ぶ事ができた。
　・様々な分野の研究の話を聞くことができ、自身の研究の助けになるかもしれないと感じたこと。また、その分野についての知識が豊富な先生がいると知れたこと。
　・あまり詳しくない分野について知ることができた。また、たくさんの研究の話を聞けた。
　・分野の異なる研究のことをたくさん学べたのがとても良かった。勉強になった。定期的に授業以外でも特別補講として聞けたらいい。
　・分野外の領域に触れられる機会となったので良かった。

　・普段では知ることができない臨床での薬物治療について、学ぶことができた。　・臨床で実際に行われている研究内容に触れることができたこと。
　・研究室ごとにテーマや取り扱っている分野が違うため、普段とは違った見方での研究方針が知れたこと。
　・学部の復習ができたこと。また、学部では習わなかったことを知ることができたこと。

【項目】 【項目】

よく準備されていた 理解できた

どちらかというと準備されていた やや理解できた

やや易しい 適切ではない

易しい 該当なし

該当なし

【項目】 【項目】

難しい やや適切である

普通 やや適切ではない

非常に難しい 適切である
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